
 

震災後一か月が過ぎてもまだ気持ちの休ま

らない日々の中、桜前線の到来を機に、特養

では午前と午後、延べ 8 台の車輌に分乗、15

分ほどの東大宮市内の公園まで繰り出しま

した。 

やや遅れ気味の満開の桜を愛で、近所のご家

族や子供たちが遊ぶ姿を眺めたり、園内を散

歩したりして皆さんの穏やかな表情を切り

取りました。 


